
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

日
頃
よ
り
当
八
幡
神
社
の
諸
般
に
つ
き
ま
し
て
は

種
々
ご
高
配
に
あ
ず
か
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
乙
未
（
き
の
と
ひ
つ
じ
）
の
年
と

な
り
ま
す
。
未
（
羊
）
は
人
々
に
さ
ま
ざ
ま
な
恵

み
を
も
た
ら
す
身
近
な
動
物
と
し
て
古
く
か
ら
親

し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
漢
字
の
成
り

立
ち
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。「
養
」
の
字
は
そ
の

お
肉
が
古
来
か
ら
大
切
な
栄
養
源
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、「
羊
」
と
「
食
」
を
あ
わ
せ
て
「
養
」
の

字
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、「
美
」
は
羊
が
優
し

く
も
堂
々
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
羊
」
と
「
大
」

を
あ
わ
せ
て
「
美
」
と
な
り
ま
し
た
。
群
れ
を
な

す
羊
は
家
族
の
安
泰
と
永
遠
の
平
安
の
象
徴
で

す
。
文
字
も
示
し
ま
す
と
お
り
、
豊
か
で
う
る
わ

し
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
終
戦
七
十
年
の
節
目
の
年
と
な
り

ま
す
。
国
家
の
安
寧
は
も
と
よ
り
、
平
和
へ
の
思

い
を
強
く
心
に
刻
み
、
戦
争
で
図
ら
ず
も
命
を
落

と
さ
れ
た
多
く
の
方
々
の
御
神
霊
の
ご
平
安
を
あ

わ
せ
て
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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。
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月



神
輿
の
御
神
幸
（
渡
御
）
は
御
神
威
の

更
な
る
発
揚
を
期
す
る
と
と
も
に
、
氏

子
崇
敬
者
の
皆
様
の
ご
発
展
と
ご
安
寧

を
祈
念
し
、
神
輿
に
御
神
霊
を
奉
斎
し
、

氏
子
町
会
を
巡
る
大
変
重
要
な
お
祭
り

の
一
つ
で
す
。
現
在
も
氏
子
各
町
会
に

お
き
ま
し
て
、
町
会
神
輿
の
渡
御
が
厳

粛
か
つ
賑
や
か
に
行
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
こ
の
度
、
戦
災
に
よ
り
焼
失
し
た

本
社
神
輿
（
宮
神
輿
）
を
復
興
す
る
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

当
社
の
神
幸
祭
の
歴
史
は
古
く
、
天
保

九
年
（
一
八
三
九
）
刊
の
「
東
都
歳
時

記
」
に
は
「
西
ノ
久
保
八
幡
宮 

別
當

普
門
院　

毎
年
神
輿
産
子
の
町
を
渡

し
、 

西
久
保
大
通
り
へ
御
旅
所
を
儲
け

て
十
三
日
よ
り
御
旅
出
あ
り
。
今
日
放

生
会
を
な
す
。
町
々
よ
り
隔
年
踊
り
ね

り
も
の
を
出
す
事
、
丑
卯
巳
未
酉
亥
の

年
な
り
。」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
戦
前
に
は
そ
の
大
き
さ
故
牛
車
で
の

神
幸
祭
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

本
社
神
輿
の
神
幸
に
際
し
ま
し
て
は
、

氏
子
の
連
帯
・
連
携
の
強
化
、
並
び
に

氏
子
の
発
展
を
期
し
、
今
後
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
、
そ
し
て
ご
意
見
を
賜

り
な
が
ら
、
種
々
検
討
し
て
参
り
ま
す

の
で
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
る
次
第
で
す
。

尚
、
本
年
八
月
の
例
大
祭
の
折
に
は
お

披
露
目
出
来
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
の
で
、

ご
期
待
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ

ま
す
。

八
幡
神
社
本
社
神
輿
に
つ
い
て

昭和初期の神幸祭（現虎ノ門一丁目付近にて）

昭和初期の神幸祭（神社前にて）



制作中の本社神輿（台輪及び堂）制作中の本社神輿（屋根心棒）

制作中の本社神輿（鳳凰） 制作中の本社神輿（屋根他の部品類）

お
正
月
、
皆
様
の
ご
家
庭
や
事
業
所
に

も
鏡
餅
が
飾
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。
で
は
な
ぜ
お
正
月
に
鏡
餅
が
飾

ら
れ
、
な
ぜ
丸
い
の
で
し
ょ
う
か
。

鏡
餅
は
年と
し
が
み
さ
ま

神
様
へ
の
お
供
え
物
で
あ
る

と
同
時
に
年
神
様
の
依よ
り
し
ろ代
（
神
様
の
宿

る
場
所
）
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

年
神
様
は
毎
年
ご
来
光
と
と
も
に
や
っ

て
く
る
お
正
月
の
神
様
で
、
門
松
な
ど

の
正
月
飾
り
を
た
よ
り
に
や
っ
て
き
て
、

鏡
餅
に
宿
り
ま
す
。
こ
こ
ま
で
お
話
し

す
る
と
鏡
餅
の
「
鏡
」
の
意
味
は
お
わ

か
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
古
来
「
鏡
」

は
神
聖
な
も
の
で
、
青
銅
製
の
丸
い
も

の
が
多
く
作
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
有
名
な
の
は
三
種
の
神
器
の
一

つ
八や
た
の
か
が
み

咫
鏡
で
す
ね
。
伊
勢
神
宮
内
宮
の

御
神
体
で
す
。
ま
た
、
鏡
は
多
く
の
神

社
で
御
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
故
、
年
神
様
の
依
代
で
あ
る
鏡
餅

は
こ
の
神
鏡
を
模
し
て
丸
い
形
で
作
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
鏡･

餅
と
い
わ
れ
て
い

る
の
で
す
。

鏡
餅
に
は
年
神
様
の
神み
た
ま霊
（
御み
た
ま魂
）
が

宿
り
ま
す
。
我
々
は
そ
の
魂
を
お
迎
え

し
、
も
て
な
し
、
お
送
り
し
ま
す
が
、

魂
は
そ
の
一
年
の
幸
福
や
恵
み
と
い
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
力
を
授
け
て
下
さ
る
の

で
す
。「
魂
」
は
「
玉
」
で
あ
り
、
年

神
様
の
お
恵
み
が
本
来
の
「
お
年
玉
」

で
す
。
お
餅
の
入
っ
た
お
雑
煮
を
い
た

だ
く
の
も
同
様
に
年
神
様
の
お
力
を
い

た
だ
い
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
大
小
二
つ
重
ね
合
わ
せ
る
の
は
、

月
（
陰
）
と
日
（
陽
）
を
表
し
て
お
り
、

円
満
に
年
を
重
ね
る
と
い
う
意
味
も
込

め
ら
れ
て
い
ま
す

一
月
十
一
日
は
鏡
開
き
で
す
。
鏡
餅
を

い
た
だ
き
、
年
神
様
か
ら
多
く
の
お
恵

み
を
頂
戴
し
て
よ
り
よ
い
一
年
を
お
過

ご
し
下
さ
い
。
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平
成
十
五
年
（
二
〇
〇
三
）

小
泉
首
相
、
靖
國
神
社
参
拝

第
六
十
五
代
横
綱
貴
乃
花
引
退

朝
青
龍
、
第
六
十
八
代
横
綱
昇
進

イ
ラ
ク
戦
争

Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
、
新
感
染
症
に
指
定

六
本
木
ヒ
ル
ズ
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

日
経
平
均
七
六
〇
七
円
八
八
銭
の
大
底

阪
神
、
十
八
年
ぶ
り
セ
制
覇

東
海
道
新
幹
線
、
品
川
駅
開
業

最
後
の
日
本
産
ト
キ
「
キ
ン
」
死
亡

ダ
イ
エ
ー
、
日
本
シ
リ
ー
ズ
制
覇

地
デ
ジ
放
送
東
名
阪
で
開
始

サ
ッ
ダ
ー
ム
・
フ
セ
イ
ン
元
大
統
領
拘
束

   

平
成
三
年
（
一
九
九
一
）

東
京
二
十
三
区
の
電
話
番
号
十
桁
化

湾
岸
戦
争
勃
発

皇
太
子
徳
仁
親
王
、
立
太
子
の
礼

都
庁
舎
、
西
新
宿
に
移
転

第
五
十
八
代
横
綱
千
代
の
富
士
引
退

雲
仙
普
賢
岳
で
火
砕
流
発
生

東
北
新
幹
線
東
京
駅
乗
り
入
れ

ソ
連
八
月
ク
ー
デ
タ
ー
、
ソ
連
崩
壊
へ

《
誕
生
》
前
田
敦
子･

石
川
遼

   

昭
和
五
十
四
年
（
一
九
七
九
）

国
公
立
大
学
共
通
一
次
試
験
初
実
施

イ
ラ
ン
革
命

ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
原
発
で
放
射
能
漏
れ

西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
球
場
（
所
沢
市
）
完
成

ソ
ニ
ー
が
「
ウ
ォ
ー
ク
マ
ン
」
発
売

日
本
坂
ト
ン
ネ
ル
火
災
事
故

自
民
党
四
十
日
抗
争

Ｗ
Ｈ
Ｏ
、
天
然
痘
根
絶
宣
言

電
電
公
社
が
自
動
車
電
話
サ
ー
ビ
ス
開
始

ソ
連
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻

《
誕
生
》
堂
本
光
一･

田
中
雅
美･
高
島

彩･ 

魔
裟
斗･

阿
部
慎
之
助･

小
笠
原
満

男･

堂
本
剛･

小
林
麻
耶･

稲
本
潤
一･

蛯
原
友
里･

仲
間
由
紀
恵･

上
村
愛
子･

押
切
も
え

   

昭
和
四
十
二
年
（
一
九
六
七
）

黒
い
霧
解
散
に
よ
る
第
三
十
一
回
総
選
挙

第
三
次
中
東
戦
争

タ
カ
ラ
が
「
リ
カ
ち
ゃ
ん
人
形
」
発
売

オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ニ
ッ
ポ
ン
放
送
開
始

ツ
イ
ッ
ギ
ー
来
日

吉
田
茂
元
首
相
死
去

《
誕
生
》
大
久
保
博
元･

森
脇
健
児･

坂

井
泉
水･

堀
ち
え
み･

伊
藤
つ
か
さ･

三

浦
知
良･

坂
本
冬
美･

坂
上
忍･

三
村
マ

サ
カ
ズ･

山
田
花
子･

南
野
陽
子･

本
田

美
奈
子
．･

中
山
秀
征･

天
海
祐
希･

中

山
雅
史･

秋
川
雅
史･

伊
集
院
光･

原
田

知
世･

大
竹
一
樹･

織
田
裕
二･

江
口
洋

介

   

昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）

ト
ヨ
タ
自
動
車
初
代
「
ク
ラ
ウ
ン
」
発
売

ワ
ル
シ
ャ
ワ
条
約
機
構
結
成

岩
波
書
店
が
広
辞
苑
初
版
発
行

現
行
の
一
円
硬
貨
発
行

自
由
民
主
党
誕
生
、
五
十
五
年
体
制
開
始

《
誕
生
》
所
ジ
ョ
ー
ジ･

竹
内
ま
り
や･

上
沼
恵
美
子･

掛
布
雅
之･

江
川
卓･

中

村
勘
三
郎･
九
重
親
方･

具
志
堅
用
高･

明
石
家
さ
ん
ま･
倉
本
昌
弘･

郷
ひ
ろ

み･

ラ
サ
ー
ル
石
井･
ビ
ル 

ゲ
イ
ツ･

野
田
秀
樹

   

昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）

山
本
五
十
六
大
将
戦
死

東
京
市
と
東
京
府
を
統
合
、
東
京
都
誕
生

学
徒
出
陣
第
一
陣

学
童
の
疎
開
を
促
進

《
誕
生
》
尾
崎
紀
世
彦･

古
谷
一
行･

樹

木
希
林･

吉
村
作
治･

小
林
稔
侍･

森
本

レ
オ･

ア
ン
ト
ニ
オ
猪
木･

北
大
路
欣

也･

加
藤
茶･

関
口
宏･

桂
文
枝･

ミ
ッ

ク 

ジ
ャ
ガ
ー･

田
村
正
和･

加
賀
ま
り

こ･

加
藤
登
紀
子

   

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）

米
国
、
現
国
歌
「
星
条
旗
」
を
採
用

エ
ン
パ
イ
ア･

ス
テ
ー
ト･

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
完
成

羽
田
飛
行
場
開
港

平
凡
社
「
大
百
科
事
典
」
刊
行

《
誕
生
》
海
部
俊
樹･

道
場
六
三
郎･

八
千
草
薫･

芦
屋
雁
之
助･

深
田
祐
介･

曽
野
綾
子･

宇
津
井
健･

い
か
り
や
長

介･

勝
新
太
郎

   

大
正
八
年
（
一
九
一
九
）

パ
リ
講
和
会
議

シ
ベ
リ
ア
出
兵

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
条
約
締
結

カ
ル
ピ
ス
販
売
開
始

《
誕
生
》
細
川
隆
一
郎･

や
な
せ
た
か
し･

宮
澤
喜
一･

佐
治
敬
三

   

明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）

麒
麟
麦
酒
設
立

刑
法
公
布

目
黒
競
馬
場
開
設

《
誕
生
》
山
岡
荘
八･

湯
川
秀
樹･

井
上

靖･

淡
谷
の
り
子

   

明
治
二
十
八
年
（
一
八
九
五
）

下
関
条
約
調
印

未
年
の
出
来
事･

未
年
生
ま
れ
の
有
名
人

※ 年齢は数え年です

前　厄 本　厄 後　厄

男　
　
　
性

２４才（申） ２５才（未） ２６才（午）
平成  ４ 年生 平成  ３ 年生 平成  ２ 年生
４１才（卯） ４２才（寅） ４３才（丑）
昭和５０年生 昭和４９年生 昭和４８年生
６０才（申） ６１才（未） ６２才（午）
昭和３１年生 昭和３０年生 昭和２９年生

女　
　
　
性

１８才（寅） １９才（丑） ２０才（子）
平成１０年生 平成 ９ 年生 平成 ８ 年生

３２才（子） ３３才（亥） ３４才（戌）
昭和５９年生 昭和５８年生 昭和５７年生
３６才（申） ３７才（未） ３８才（午）
昭和５５年生 昭和５４年生 昭和５３年生


